
　超音波診断装置の性能が良くなり，一般的な機छでも؆୯に良޷な画࣭が得られるよう
になりました。日ৗの運動器診療で使用されている方々も多いのではないかとࢥいます。
特に私のઐ໳とする足では皮下組織が薄く，より઱໌にղ๤学的なϥンドマークをඳ出で
きます。さらにᯰଳの࣭的ධՁ΍不҆定性の診断ができ，また神経΍݂管の૸行などがわ
かります。また，ύϫードプϥ法を用いれ͹৽ੜ݂管݂ྲྀが༰қに൑定でき，௧みを൐う
病変෦෼を可ࢹ化できます。
　超音波ガイド下インターベンションにؔしては，神経ブロック΍ハイドロリリースなど
の஫ࣹを用いた手ٕはछ々の方法が開発され，日ৗ診療でස用されるようになりました。
しかし，超音波ガイド下・Ξシスτ下手術は，まだ始まった͹かりです。ただؔઅڸをみ
ても，ࡏݱではؔઅࢹڸ下手術はす΂てのؔઅでී௨に行われる時代になっていますが，
ؔઅڸもはじめは検査のためのデόイスでした。ؔઅڸはߢのある෦෼では良޷なࢹ໺が
得られますが，ߢのないところではߢを作る必ཁがありますし，ߢの後ろにӅれている神
経は見えないために，合ซ঱として時に神経ଛ傷をটくことがあります。それにରして超
音波ではߢは必ཁありませんし，神経も比較的༰қにಉ定できます。合ซ঱としての神
経・݂管ଛ傷をආけつつ௿৵ऻで手術できるところは，ؔઅڸにはない利点です。時にؔ
અڸと超音波をซ用することにより，より҆全に手術ができるようになるとࢥいます。本
特集を組むにあたり，超音波ガイド下・Ξシスτ下手術で必ཁ਺の߲目が集まるかどうか
৺഑しておりましたがᐜ༕にऴわり，私のઐ໳とする足をはじめ下肢だけでे෼な਺のૉ
੖らしい࿦文をߘدいただくことができました。日本ࠃ಺でさま͟まな取り組みが行われ
ていることがわかり，これらがੈքにීٴする日もۙいと֬信しております。この特集を
ώンτにしていただき，एいઌੜが中৺となりさま͟まなΞイデΞをੜみ出していただ
き，この෼໺をさらに活性化させていただけれ͹幸甚に存じます。
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